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2. 残薬を原因とした処方監査の分析と経済効果―PIR の分析― 
PIR の収集項目に、処方薬剤情報及び診療報酬算定状況を追加し PIR 事業を
行った。2017 年度に報告された 1,105 処方を分析した結果、残薬を原因とした
処方監査では 1処方あたりの薬剤費の削減額が 1,625円であり、新設された残薬
















4. お薬手帳を活用した処方監査の特徴と経済効果―PIR 報告の分析― 
2017 年度の PIR 報告を基に、お薬手帳を活用した処方監査の特徴と経済効果
について分析した。その結果、お薬手帳を活用した処方監査の 1 処方あたりの
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薬剤師による薬学的介入は適切な薬物治療において極めて重要である。本研究ではそ
の薬学的介入の重要性を可視化するために薬局における介入を Pharmaceutical 
Intervention Records（薬学的介入報告：以下、PIR事業）としてまとめたものであ
る。 
その結果、①薬剤師の介入により処方の変更、副作用の回避等が図られた事例はお薬
手帳を活用した場合において有意に高いこと、②残薬を原因とした処方監査において
は、１処方あたりの薬剤費の削減額が残薬調整に伴う診療報酬に比しても 5倍以上高
額であること、③重複投薬・相互作用等防止加算に関わる解析の結果、その実施が医
療経済学的にも有用であること、④お薬手帳を活用した処方監査についても医療経済
学的な有用性が認められることが、PIR事業によって見出されたことが明らかとなっ
た。薬剤師の職能に一部疑問を呈する風潮もある中、薬剤師の社会的意義を医療経済
学的観点からも明確した本研究は極めて有意義である。 
以上より、薬局薬剤師の職能を明確にし、薬剤師の地位向上に貢献する可能性の高い
本研究論文を博士（薬学）の論文として価値あるものと認めます。 
